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　Ｊリーグの村井 満チェアマンはことし1月31日の就任以来、リーグ戦やＪクラブ訪問など全国へ精力的に足を運んでいる。3月28日には神奈川
県横浜市にあるＪ２リーグの横浜ＦＣを訪れ、トレーニングなどを視察。クラブ関係者などと交流を図り、「カズ」の愛称で親しまれる三浦知良
選手とも意見交換を行った。「サッカーのためにとか、体を張ってコミュニケーションする姿は、本当にプロだなと思う。すごく刺激を受けた」
と、47歳となった現在も第一線で活躍している大ベテランと語り合った感想を述べた。村井チェアマンは今後も引き続き、各クラブを訪問
する予定となっている。（2ページに関連記事）

村井Ｊリーグチェアマン Ｊクラブ訪問
横浜ＦＣでは三浦知良選手とも意見交換。Ｊリーグの魅力発信にあらためて意欲を示す

1993年のＪリーグ開幕を知る三浦選手（左）と貴重な意見交換の機会を持った村井チェアマン
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村井 「チェアマンに着任してから短い間に、サ
ポーターとクラブ、サポーターと選手などの距離
を考えさせられる出来事が起きました。カズさん
は、そういったＪリーグの中での関係をずっと
見てきたので、何かヒントになるようなことが
聞けたらと思っています」
三浦 「クラブはサポーターが大事な存在である
と言い、サポーターもクラブにもっと近づいて支
えたいという気持ちは強いと思いますが、その境
界線は難しいですね。大切なのは、お互いが尊
重し合うことです。どっちが、ということではなく、
お互いがなければ成立しないもの。サポーター
がいなければサッカーは絶対に盛り上がらない
し、選手がいなければ試合ができません。今は
ＦＩＦＡ（国際サッカー連盟）などが、暴力や人種
差別に対して厳しく対処しています。そんな中で
日本が先頭に立って模範となるリーグをつくって
いけばいいし、Ｊリーグは世界的にも評価されて
います。本当にオーガナイズされているし、選手
も安心してプレーできる環境がある。子どもから
大人、女性も見に来ることができる素晴らしい
リーグになっていると思いますから」

村井 「Ｊリーグが開幕してから20年以上が
経過し、その間にはほんの一握りのサポーター
が問題を起こすケースもありましたが、もう一
度、原点に戻って、家族みんなで楽しく見ようと
か、女性もお年寄りも外国人も、いろいろな人
がいていいじゃない、というスタジアムにもう一
回したいなと思っています」
三浦 「今回、無観客試合というマイナス面は
あったかもしれませんが、それを経験したことを
無駄にしてはいけない。選手も、サポーターの
応援でパワーが出るというのを感じたと思いま
す。拍手もため息もないところでやると、『これは
いいプレーだったのか。今までは反応があった
のに』と考えてしまいます。そういう反応によっ
て選手が勢いづくというのは、本当にあります
からね」
村井 「こういうことは、本当に最後にしたい。
実は私自身、かつてはサポーターの側の存在
でした。カズさんの日本代表の試合や、Ｊリーグ
も開幕の時から見ていて、そのころはサッカーを
する喜び、プレーできる喜びがピッチにあふれ
ていたように感じた。サポーターもサッカーを見
ることができる喜び、うれしさに満ちていたよう
に思います。今、原点に戻ってもう一度、そうい
った喜びを伝えたいですね。私の立場で何が
できるか分からないけど、『サッカーって面白
いよね』ということを伝えたいと考えていた時
に、こうしてカズさんに会う機会を持てました」
三浦 「チェアマンが来られるということで、選手
たちのモチベーションも違いました。Ｊ２のクラブ
にもわざわざ足を運んで、練習も見てもらえると
いうのは、選手にとって本当にうれしいですね。
選手はピッチで全力を尽くすことが一番。練習
から全力を尽くして、試合で力を出し切ります」
村井 「就任して間もなく、２０１４Ｊリーグ キ
ックオフカンファレンスの前に行われた監督会
議で、試合終了のホイッスルが鳴るまで全力で

プレーすること、リスタートを早く、選手交代を迅
速に、という三つの約束をお願いしました。その
席で、カズさんの映像を使わせてもらい、参考と
させてもらいました。横浜ＦＣが3－1で勝って
いる場面で、交代するカズさんがピッチを走って
出ていくシーンです」
三浦 「ありがたいことです。もう時間稼ぎはで
きなくなるなあ（笑）。全力でやりますよ。全力で
やっていても、八百長（という言葉）とか出され
ると、『どうなの』という雰囲気になってしまう。
事実がなくても」（注）
村井 「今回は徹底的に『日本では八百長は
できない』ということを世間に発信するために、
問題はなかったとあえて発表しました。ただ、
このようなことは『二度とうわさにも立たない
ぞ』というようにしたい」
三浦 「ブラジルの選手がよく言うんです。『日
本の選手はお金のためだけにプレーしていな
い。収入が減っても、自分にとっていいクラブに
行きたいという。ブラジルでは常に収入が上が
るところに行く。だから、ついお金につられてし
まう』と。もちろん、生活は大事ですが、日本人
選手にはお金だけでは動かないというメンタル
の強さがあると思います。外国籍の選手もそう
いうところを発信してくれています」
村井 「全力で、真面目にやるのが日本のブラ
ンド、日本サッカーだということを、これからも
アピールしていきたいですね」

横浜ＦＣの練習を「明るい雰囲気だった」とチェアマン

和やかに語り合った村井チェアマン（左）と三浦選手。Ｊリーグ、日本サッカーを魅力あるものにしたいという気持ちは一緒だ

チェアマンは選手たちと昼食も共にした

会見でフェアプレー推進への決意を表明した村井チェアマン

（注）日本サッカー協会とＪリーグは3月10日にＦＩＦＡ ＥＷＳ社より、Ｊリーグの試合に対する賭け方に
「小さな異常値」が見られたとされるスポーツ賭博市場動向の監視リポートを受信。Ｊリーグは迅速かつ
厳正な調査を行い、不正への関与なしと判断した。その際、一部報道で「八百長」の言葉も使われた。

村井 満 三浦知良
「全力で、真面目にやるのが
日本のブランド、日本サッカー」

「日本が先頭に立って模範となる
リーグをつくっていけば」

Ｊリーグチェアマン 選手（横浜ＦＣ）×
　横浜ＦＣのクラブハウスを訪れたＪリーグ
の村井 満チェアマンはチームのトレーニン
グ開始前、選手たちに「サッカーの楽しさと
か喜びをもう一度、自分の中で仕入れたくて
来ました」とあいさつ。練習終了後、三浦
知良選手と意見交換を行った。

　ＪリーグならびにＪリーグ５１クラブでは、安全で快適な
スタジアムでの試合観戦を提供するため、試合運営管理規
程に沿って試合運営をおこなっております。
　観戦にあたっては、フェアプレー精神に則った応援をお
願いするとともに、試合運営管理規程を遵守くださいます
ようお願いいたします。
　なお、当該行為が試合運営管理規程に抵触するか否か
については、Ｊリーグまたは各クラブが最終的に判断させ
ていただきます。
　また、各クラブによって主管試合の試合運営管理規程
（持ち込み禁止物・横断幕掲出ルール）が異なりますので、
ご来場の際は各クラブのホームページでご確認ください。

第4条（持ち込み禁止物）
施設に入場しようとし、または入場した者は、運営・安全責
任者が特に必要と認めた場合を除き、次の各号に掲げる物
を施設に持ち込むことはできない。
3. 以下に該当すると主催者もしくは主管者が判断した掲
示板、立て看板、横断幕、のぼり、旗、プラカード、ゼッケ
ン、文書、図面、印刷物等

 ① 政治的、思想的、宗教的主義、主張または観念を表示
し、または連想させるもの

 ② 差別的、侮辱的な内容、表現を含むもの
 ③ 選手やチームを応援または鼓舞する目的が認めら

れないもの
 ④ 大会の運営に支障を及ぼすおそれがあるもの

第5条（禁止行為）
施設に入場しようとし、または入場した者は、運営・安全責
任者が特に必要と認めた場合を除き、いかなる施設におい
ても次の各号に掲げる行為をしてはならない。
13. 人種、肌の色、性別、言語、宗教、政治または出自等に関す
る差別的あるいは侮辱的な発言または行為をすること。

14. 上記各号のほか、公序良俗に反する発言または行為をすること。

第9条（入場拒否、退場命令、物の没収）
2. 主催者または主管者は、前項に該当する者に対し、主催
者または主管者が被った損害（当該者の違反行為を理由
としてクラブに科された制裁に起因してクラブが被った
一切の損害を含む。）の賠償を請求することができる。

　ＪリーグはＪクラブと共に『試合実施時におけるセキュリティーは、究極の観
客サービスである』というスローガンのもと、「試合実施時におけるＪリーグ安
全理念」 を掲げ、世界に誇れる安全で快適なスタジアム環境を確立できるよう
努めている。また、各クラブの運営担当や警備会社などの有識者によって研

『試合運営におけるセキュリティー関連諸規程』の改定

私たちＪリーグとＪクラブは、「ピッチ上のフェアプレ
ー」 、「ファイナンシャル・フェアプレー」 、「ソーシャ
ル・フェアプレー」という『3つのフェアプレー』が、Ｊ
リーグおよびＪクラブを発展させる基盤となる重要
な概念であることに合意し、これを鋭意推進する。

 ● ピッチ上のフェアプレー
  ・ルールを守る 
  ・レフェリーや相手に敬意を払う 　 
 ● ファイナンシャル・フェアプレー 
  ・「クラブライセンス制度」によるクラブ経営健

全化 （2012年～）　 
 ● ソーシャル・フェアプレー
  ・反社会的勢力との関係遮断。
   「暴力団等排除宣言」（2012年2月～）
  ・差別の根絶　「チェアマンメッセージ」
  ・Ｊリーグとして社会的責任を果たす（コンプラ

イアンスの強化）

『差別根絶にむけて ～ソーシャル・フェアプレー～』
私たちＪリーグは、すべての差別を根絶します

1. 私たちは、フェアでオープン、安心かつ安全で誰もが楽しめる
スタジアムづくりを推進します。

2. 私たちは、あらゆるコンプライアンスリスクに対する予防策
を講じ、対応力を高めるための対策を継続的に実施します。

3. すべての取り組みは、Ｊリーグを愛するファン・サポーター
のみなさまとともに実践していきます。 

※すべての事項は、Ｊリーグ規約・規程に基づき、実施してまいります。

『Ｊリーグを愛するファン・サポーターのみなさまへ』
　みなさまには、スタジアムの内外において、日頃よりJクラブや
選手たちの応援・サポートを通じてＪリーグを盛り上げていただき
誠にありがとうございます。
　私たちは、安心かつ安全で快適、そして年齢、性別、国籍などの区
別なく誰もが夢を見て、楽しめるＪリーグでありたいと考えています。
　このような考えに基づき、Ｊリーグのスタジアム内外における掲
示物等のメッセージは、それに触れる方々が共感し、感動を共有で
きるものにしましょう。
　Ｊリーグを、「世界で一番フェアでオープンなリーグ」にしていき
ましょう。
※詳しくは、Ｊリーグ公式ホームページ「試合実施時における安全理念」および「観戦
マナー」をご覧ください。

『３つのフェアプレー宣言』への合意と推進
１．３つのフェアプレー宣言 

ソーシャル・フェアプレーの浸透には、「全員で」「定期的に」「繰り返し」身につけることが重要。
Ｊリーグが社会の信頼を維持するために、できる取り組みから早急に着手する。

【Ｊリーグ】
 （１） ソーシャル・フェアプレーの徹底に関する研修システムの構築
　　 ①Ｊリーグ全体で統一感があり、持続性ある仕組みをつくる（研修義務化。クラブライセンス交付規則改定）
  ② 研修教材として頒布できるツールの開発（現状のツールを再編） 
 （２） 研修の早期実施（可能なものから即座に実行する） 
 （３） ソーシャル・フェアプレーを侵害するような事案（いわゆる有事）に対応する組織体制のメンテナンスと再編
 （４） 上記を基軸として、｢コンプライアンス規程」等の規程関係のメンテナンスと再編 
【Ｊクラブ】
 （１） 「コンプライアンス・オフィサー」の選任（従来のコンプライアンス担当を発展的に改める）
 （２） クラブに所属する全員を対象に、ソーシャル・フェアプレーの徹底に関する研修受講開始
 （３） いわゆる有事が起きた際の対応組織をクラブ内に設ける 
【今後の具体的活動案】
 （１） 「八百長対策セミナー」の再実施（4月18日・選手契約担当者会議）（実施済み）
  → セミナーの内容は出席者から各クラブにフィードバック 
  → 内部通報窓口の普及、浸透も図る
 （２） 「不当要求防止責任者講習」 
  → 反社会的勢力からの不当な要求、圧力に対する責任者を警察が認定する制度
  → 各都道府県警察で講習を実施している。クラブと地元警察が連携
 （３） 「人権研修」 
  → 各都道府県の法務局が主催する、人権に関する研修
 （４） コンプライアンス研修 
  → Ｊリーグが提携するコンサルタントに依頼予定

村井 満チェアマンのメッセージ２．ソーシャル・フェアプレーの浸透に向けた具体的取り組み

究会を定期的に実施し、安全で快適なスタジアム環境の構築を図っている。
　このたび、さらなる安全で快適なスタジアム環境の構築に向けて検討した
結果、差別的行為への対応について、諸規程を一部改定（太字下線）し、
広く周知することとなった（追加・変更箇所のみ抜粋）。

【変更前】
■人を傷つけることを目的とした横断幕や
垂れ幕を掲げることは、おやめください。

↓
【変更後】
■差別的、侮辱的もしくは公序良俗に反する
発言や行為は、絶対におやめください。

■Ｊリーグ統一禁止事項 ■試合運営管理規程

■Ｊリーグ共通観戦マナー＆ルール

応援マナー

守ってほしいこと くわしい内容

 • 花火、爆竹、発煙筒、ガスホーンの持ち込み禁止
 • ビン、カン類の持ち込み禁止
 • フィールドへモノの投げ込み禁止
 • フィールドへの飛び降り禁止
 • 暴力行為の禁止
【追加】
 • 差別的、侮辱的もしくは公序良俗に反する言動の禁止
  ※当該言動が上記に該当するかは主管クラブが判断することとします。 

　ＪリーグとＪクラブは「ピッチ上のフェアプレ
ー」、「ファイナンシャル・フェアプレー」、「ソー
シャル・フェアプレー」という『３つのフェアプレ
ー』が、ＪリーグおよびＪクラブを発展させる基
盤となる重要な概念であることに合意し、これを
鋭意推進する。4月22日に行われたＪリーグ理
事会後に記者会見したＪリーグの村井 満チェ

アマンが、自ら決意表明を述べた。
　このうち「ソーシャル・フェアプレー」につい
ては、『３つのフェアプレー』の中で最も根底
にあり、Ｊリーグに関わる全ての人々が常に意
識し取り組むべき指針。Ｊリーグは本宣言に
関わる従来の取り組みに加え、特に「ソーシ
ャル・フェアプレー」の浸透のために、研修制
度の充実や組織体制の見直しなど、今後の具
体的取り組みを強化する。さらに、「差別根絶」
に向けて、あらためて村井チェアマンがＪリー
グの強い意志を広く社会に対して表明すると
ともに、ファン・サポーターにもメッセージを発
信した。今後、日本サッカー協会（ＪＦＡ）とも
協調して、その合意の輪を広げていく。
　Ｊリーグは『３つのフェアプレー宣言』のもと、
さらに魅力あるフットボールの実現を目指す。
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村井 「チェアマンに着任してから短い間に、サ
ポーターとクラブ、サポーターと選手などの距離
を考えさせられる出来事が起きました。カズさん
は、そういったＪリーグの中での関係をずっと
見てきたので、何かヒントになるようなことが
聞けたらと思っています」
三浦 「クラブはサポーターが大事な存在である
と言い、サポーターもクラブにもっと近づいて支
えたいという気持ちは強いと思いますが、その境
界線は難しいですね。大切なのは、お互いが尊
重し合うことです。どっちが、ということではなく、
お互いがなければ成立しないもの。サポーター
がいなければサッカーは絶対に盛り上がらない
し、選手がいなければ試合ができません。今は
ＦＩＦＡ（国際サッカー連盟）などが、暴力や人種
差別に対して厳しく対処しています。そんな中で
日本が先頭に立って模範となるリーグをつくって
いけばいいし、Ｊリーグは世界的にも評価されて
います。本当にオーガナイズされているし、選手
も安心してプレーできる環境がある。子どもから
大人、女性も見に来ることができる素晴らしい
リーグになっていると思いますから」

村井 「Ｊリーグが開幕してから20年以上が
経過し、その間にはほんの一握りのサポーター
が問題を起こすケースもありましたが、もう一
度、原点に戻って、家族みんなで楽しく見ようと
か、女性もお年寄りも外国人も、いろいろな人
がいていいじゃない、というスタジアムにもう一
回したいなと思っています」
三浦 「今回、無観客試合というマイナス面は
あったかもしれませんが、それを経験したことを
無駄にしてはいけない。選手も、サポーターの
応援でパワーが出るというのを感じたと思いま
す。拍手もため息もないところでやると、『これは
いいプレーだったのか。今までは反応があった
のに』と考えてしまいます。そういう反応によっ
て選手が勢いづくというのは、本当にあります
からね」
村井 「こういうことは、本当に最後にしたい。
実は私自身、かつてはサポーターの側の存在
でした。カズさんの日本代表の試合や、Ｊリーグ
も開幕の時から見ていて、そのころはサッカーを
する喜び、プレーできる喜びがピッチにあふれ
ていたように感じた。サポーターもサッカーを見
ることができる喜び、うれしさに満ちていたよう
に思います。今、原点に戻ってもう一度、そうい
った喜びを伝えたいですね。私の立場で何が
できるか分からないけど、『サッカーって面白
いよね』ということを伝えたいと考えていた時
に、こうしてカズさんに会う機会を持てました」
三浦 「チェアマンが来られるということで、選手
たちのモチベーションも違いました。Ｊ２のクラブ
にもわざわざ足を運んで、練習も見てもらえると
いうのは、選手にとって本当にうれしいですね。
選手はピッチで全力を尽くすことが一番。練習
から全力を尽くして、試合で力を出し切ります」
村井 「就任して間もなく、２０１４Ｊリーグ キ
ックオフカンファレンスの前に行われた監督会
議で、試合終了のホイッスルが鳴るまで全力で

プレーすること、リスタートを早く、選手交代を迅
速に、という三つの約束をお願いしました。その
席で、カズさんの映像を使わせてもらい、参考と
させてもらいました。横浜ＦＣが3－1で勝って
いる場面で、交代するカズさんがピッチを走って
出ていくシーンです」
三浦 「ありがたいことです。もう時間稼ぎはで
きなくなるなあ（笑）。全力でやりますよ。全力で
やっていても、八百長（という言葉）とか出され
ると、『どうなの』という雰囲気になってしまう。
事実がなくても」（注）
村井 「今回は徹底的に『日本では八百長は
できない』ということを世間に発信するために、
問題はなかったとあえて発表しました。ただ、
このようなことは『二度とうわさにも立たない
ぞ』というようにしたい」
三浦 「ブラジルの選手がよく言うんです。『日
本の選手はお金のためだけにプレーしていな
い。収入が減っても、自分にとっていいクラブに
行きたいという。ブラジルでは常に収入が上が
るところに行く。だから、ついお金につられてし
まう』と。もちろん、生活は大事ですが、日本人
選手にはお金だけでは動かないというメンタル
の強さがあると思います。外国籍の選手もそう
いうところを発信してくれています」
村井 「全力で、真面目にやるのが日本のブラ
ンド、日本サッカーだということを、これからも
アピールしていきたいですね」

横浜ＦＣの練習を「明るい雰囲気だった」とチェアマン

和やかに語り合った村井チェアマン（左）と三浦選手。Ｊリーグ、日本サッカーを魅力あるものにしたいという気持ちは一緒だ

チェアマンは選手たちと昼食も共にした

会見でフェアプレー推進への決意を表明した村井チェアマン

（注）日本サッカー協会とＪリーグは3月10日にＦＩＦＡ ＥＷＳ社より、Ｊリーグの試合に対する賭け方に
「小さな異常値」が見られたとされるスポーツ賭博市場動向の監視リポートを受信。Ｊリーグは迅速かつ
厳正な調査を行い、不正への関与なしと判断した。その際、一部報道で「八百長」の言葉も使われた。

村井 満 三浦知良
「全力で、真面目にやるのが
日本のブランド、日本サッカー」

「日本が先頭に立って模範となる
リーグをつくっていけば」

Ｊリーグチェアマン 選手（横浜ＦＣ）

　横浜ＦＣのクラブハウスを訪れたＪリーグ
の村井 満チェアマンはチームのトレーニン
グ開始前、選手たちに「サッカーの楽しさと
か喜びをもう一度、自分の中で仕入れたくて
来ました」とあいさつ。練習終了後、三浦
知良選手と意見交換を行った。

　ＪリーグならびにＪリーグ５１クラブでは、安全で快適な
スタジアムでの試合観戦を提供するため、試合運営管理規
程に沿って試合運営をおこなっております。
　観戦にあたっては、フェアプレー精神に則った応援をお
願いするとともに、試合運営管理規程を遵守くださいます
ようお願いいたします。
　なお、当該行為が試合運営管理規程に抵触するか否か
については、Ｊリーグまたは各クラブが最終的に判断させ
ていただきます。
　また、各クラブによって主管試合の試合運営管理規程
（持ち込み禁止物・横断幕掲出ルール）が異なりますので、
ご来場の際は各クラブのホームページでご確認ください。

第4条（持ち込み禁止物）
施設に入場しようとし、または入場した者は、運営・安全責
任者が特に必要と認めた場合を除き、次の各号に掲げる物
を施設に持ち込むことはできない。
3. 以下に該当すると主催者もしくは主管者が判断した掲
示板、立て看板、横断幕、のぼり、旗、プラカード、ゼッケ
ン、文書、図面、印刷物等

 ① 政治的、思想的、宗教的主義、主張または観念を表示
し、または連想させるもの

 ② 差別的、侮辱的な内容、表現を含むもの
 ③ 選手やチームを応援または鼓舞する目的が認めら

れないもの
 ④ 大会の運営に支障を及ぼすおそれがあるもの

第5条（禁止行為）
施設に入場しようとし、または入場した者は、運営・安全責
任者が特に必要と認めた場合を除き、いかなる施設におい
ても次の各号に掲げる行為をしてはならない。
13. 人種、肌の色、性別、言語、宗教、政治または出自等に関す
る差別的あるいは侮辱的な発言または行為をすること。

14. 上記各号のほか、公序良俗に反する発言または行為をすること。

第9条（入場拒否、退場命令、物の没収）
2. 主催者または主管者は、前項に該当する者に対し、主催
者または主管者が被った損害（当該者の違反行為を理由
としてクラブに科された制裁に起因してクラブが被った
一切の損害を含む。）の賠償を請求することができる。

　ＪリーグはＪクラブと共に『試合実施時におけるセキュリティーは、究極の観
客サービスである』というスローガンのもと、「試合実施時におけるＪリーグ安
全理念」 を掲げ、世界に誇れる安全で快適なスタジアム環境を確立できるよう
努めている。また、各クラブの運営担当や警備会社などの有識者によって研

『試合運営におけるセキュリティー関連諸規程』の改定

私たちＪリーグとＪクラブは、「ピッチ上のフェアプレ
ー」 、「ファイナンシャル・フェアプレー」 、「ソーシャ
ル・フェアプレー」という『3つのフェアプレー』が、Ｊ
リーグおよびＪクラブを発展させる基盤となる重要
な概念であることに合意し、これを鋭意推進する。

 ● ピッチ上のフェアプレー
  ・ルールを守る 
  ・レフェリーや相手に敬意を払う 　 
 ● ファイナンシャル・フェアプレー 
  ・「クラブライセンス制度」によるクラブ経営健

全化 （2012年～）　 
 ● ソーシャル・フェアプレー
  ・反社会的勢力との関係遮断。
   「暴力団等排除宣言」（2012年2月～）
  ・差別の根絶　「チェアマンメッセージ」
  ・Ｊリーグとして社会的責任を果たす（コンプラ

イアンスの強化）

『差別根絶にむけて ～ソーシャル・フェアプレー～』
私たちＪリーグは、すべての差別を根絶します

1. 私たちは、フェアでオープン、安心かつ安全で誰もが楽しめる
スタジアムづくりを推進します。

2. 私たちは、あらゆるコンプライアンスリスクに対する予防策
を講じ、対応力を高めるための対策を継続的に実施します。

3. すべての取り組みは、Ｊリーグを愛するファン・サポーター
のみなさまとともに実践していきます。 

※すべての事項は、Ｊリーグ規約・規程に基づき、実施してまいります。

『Ｊリーグを愛するファン・サポーターのみなさまへ』
　みなさまには、スタジアムの内外において、日頃よりJクラブや
選手たちの応援・サポートを通じてＪリーグを盛り上げていただき
誠にありがとうございます。
　私たちは、安心かつ安全で快適、そして年齢、性別、国籍などの区
別なく誰もが夢を見て、楽しめるＪリーグでありたいと考えています。
　このような考えに基づき、Ｊリーグのスタジアム内外における掲
示物等のメッセージは、それに触れる方々が共感し、感動を共有で
きるものにしましょう。
　Ｊリーグを、「世界で一番フェアでオープンなリーグ」にしていき
ましょう。
※詳しくは、Ｊリーグ公式ホームページ「試合実施時における安全理念」および「観戦
マナー」をご覧ください。

『３つのフェアプレー宣言』への合意と推進
１．３つのフェアプレー宣言 

ソーシャル・フェアプレーの浸透には、「全員で」「定期的に」「繰り返し」身につけることが重要。
Ｊリーグが社会の信頼を維持するために、できる取り組みから早急に着手する。

【Ｊリーグ】
 （１） ソーシャル・フェアプレーの徹底に関する研修システムの構築
　　 ①Ｊリーグ全体で統一感があり、持続性ある仕組みをつくる（研修義務化。クラブライセンス交付規則改定）
  ② 研修教材として頒布できるツールの開発（現状のツールを再編） 
 （２） 研修の早期実施（可能なものから即座に実行する） 
 （３） ソーシャル・フェアプレーを侵害するような事案（いわゆる有事）に対応する組織体制のメンテナンスと再編
 （４） 上記を基軸として、｢コンプライアンス規程」等の規程関係のメンテナンスと再編 
【Ｊクラブ】
 （１） 「コンプライアンス・オフィサー」の選任（従来のコンプライアンス担当を発展的に改める）
 （２） クラブに所属する全員を対象に、ソーシャル・フェアプレーの徹底に関する研修受講開始
 （３） いわゆる有事が起きた際の対応組織をクラブ内に設ける 
【今後の具体的活動案】
 （１） 「八百長対策セミナー」の再実施（4月18日・選手契約担当者会議）（実施済み）
  → セミナーの内容は出席者から各クラブにフィードバック 
  → 内部通報窓口の普及、浸透も図る
 （２） 「不当要求防止責任者講習」 
  → 反社会的勢力からの不当な要求、圧力に対する責任者を警察が認定する制度
  → 各都道府県警察で講習を実施している。クラブと地元警察が連携
 （３） 「人権研修」 
  → 各都道府県の法務局が主催する、人権に関する研修
 （４） コンプライアンス研修 
  → Ｊリーグが提携するコンサルタントに依頼予定

村井 満チェアマンのメッセージ２．ソーシャル・フェアプレーの浸透に向けた具体的取り組み

究会を定期的に実施し、安全で快適なスタジアム環境の構築を図っている。
　このたび、さらなる安全で快適なスタジアム環境の構築に向けて検討した
結果、差別的行為への対応について、諸規程を一部改定（太字下線）し、
広く周知することとなった（追加・変更箇所のみ抜粋）。

【変更前】
■人を傷つけることを目的とした横断幕や
垂れ幕を掲げることは、おやめください。

↓
【変更後】
■差別的、侮辱的もしくは公序良俗に反する
発言や行為は、絶対におやめください。

■Ｊリーグ統一禁止事項 ■試合運営管理規程

■Ｊリーグ共通観戦マナー＆ルール

応援マナー

守ってほしいこと くわしい内容

 • 花火、爆竹、発煙筒、ガスホーンの持ち込み禁止
 • ビン、カン類の持ち込み禁止
 • フィールドへモノの投げ込み禁止
 • フィールドへの飛び降り禁止
 • 暴力行為の禁止
【追加】
 • 差別的、侮辱的もしくは公序良俗に反する言動の禁止
  ※当該言動が上記に該当するかは主管クラブが判断することとします。 

　ＪリーグとＪクラブは「ピッチ上のフェアプレ
ー」、「ファイナンシャル・フェアプレー」、「ソー
シャル・フェアプレー」という『３つのフェアプレ
ー』が、ＪリーグおよびＪクラブを発展させる基
盤となる重要な概念であることに合意し、これを
鋭意推進する。4月22日に行われたＪリーグ理
事会後に記者会見したＪリーグの村井 満チェ

アマンが、自ら決意表明を述べた。
　このうち「ソーシャル・フェアプレー」につい
ては、『３つのフェアプレー』の中で最も根底
にあり、Ｊリーグに関わる全ての人々が常に意
識し取り組むべき指針。Ｊリーグは本宣言に
関わる従来の取り組みに加え、特に「ソーシ
ャル・フェアプレー」の浸透のために、研修制
度の充実や組織体制の見直しなど、今後の具
体的取り組みを強化する。さらに、「差別根絶」
に向けて、あらためて村井チェアマンがＪリー
グの強い意志を広く社会に対して表明すると
ともに、ファン・サポーターにもメッセージを発
信した。今後、日本サッカー協会（ＪＦＡ）とも
協調して、その合意の輪を広げていく。
　Ｊリーグは『３つのフェアプレー宣言』のもと、
さらに魅力あるフットボールの実現を目指す。
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　ベガルタ仙台がホームスタジアムとして使用している「宮城県総合運動
公園宮城スタジアム」は、宮城県と全国農業協同組合連合会 宮城県本部
との施設命名権契約締結に伴い、下記のとおり名称が変更となった。

第64回 “ 社会を明るくする運動” に協力

第１回 Next generationマッチ 千葉２０１４を後援

　Ｊリーグは4月22日に開催した理事会で、法務省が主唱する第64回 
“社会を明るくする運動”に協力することを決定した。2014年7月1日
（火）～31日（木）の強調月間に、公式試合開催時の告知活動などで
協力する。

　Ｊリーグは4月22日に開催した理事会で、一般社団法人 松田直樹メモリア
ルが主催する「第1回 Next generation マッチ」を後援することを決定した。
　試合は2014年7月6日（日）、フクダ電子アリーナで開催。ジェフユナイ
テッドのOBと千葉県出身の元Ｊリーグ選手を中心としたCHIBA DREAMS
と、故松田直樹氏にゆかりのある元日本代表を中心としたNAOKI FRIENDS
が対戦する。また、前座試合や、AED講習会の実施も予定されている。

宮城県総合運動公園宮城スタジアム 名称変更

　Ｊリーグは2010年度より、Ｊリーグの人材育成活動における選手教育
の取り組みとして、文部科学省委託事業の「Ｊリーグ版［よのなか］科」
（正式名称：Ｊリーグをテーマに、競技者としてのキャリアを考える「キャリ
ア・デザイン・サポートプログラム」）を実施している。今年度も6～12月
（予定）にＪＦＡハウスや対象クラブのクラブハウスでプログラムのファシ
リテーター（進行役）養成を目的とした講座を開講し、各クラブでの自主的
な取り組みができる体制構築へ向けての支援を行うと同時に、アカデミー
コーチに向けての研修の実施展開を図る。

キャリアデザイン支援プログラム ２０１４年度「Ｊリーグ版
［よのなか］科」ファシリテーター養成講座 開講 

　Ｊリーグは4月22日に開催した理事会で、独立行政法人日本スポーツ振
興センターの『ＳＡＹＯＮＡＲＡ国立競技場プロジェクト』に賛同し、国立競
技場にて開催される下記4試合で、同センターの後援が決定した。同プロ
ジェクトは、同センターが、半世紀の間、スポーツの聖地として歩んできた現
在の国立競技場の歴史に敬意を表すことを目的とし、実施している。下記
4試合では、来場者全員に『ＳＡＹＯＮＡＲＡ国立競技場ハンドタオル』の
プレゼントなどを実施する。

（独）日本スポーツ振興センター『ＳＡＹＯＮＡＲＡ国立競技場
プロジェクト』が２０１４ Ｊ１・Ｊ２リーグ戦を後援

　Ｊリーグでは、過去にさまざまな形で「サッカー」とタイアップした楽曲
やアーティストを中心に収録したJリーグオフィシャル応援CD『NEXT 
STAGE ～ROAD TO 100～』
（発売・販売元：エイベックス・
マーケティング株式会社）を制
作、5月14日（水）に発売する
（価格：2000円、税別）。２０１４
Ｊリーグオフィシャル応援歌の
「Forever Young」（CREAM）、
「勝負曲－J.LEAGUE Official 
ver .－」（GAKU－MC）などが
収録されている。

Ｊリーグオフィシャル応援CD 
『NEXT STAGE ～ ROAD TO 100 ～』発売

2014年4月13日（日）※実施済み
Ｊ２ 第7節 東京Ｖ vs 岡山

2014年4月29日（火・祝）※実施済み
Ｊ１ 第10節 Ｆ東京 vs 名古屋

2014年5月3日（土・祝）
Ｊ２ 第11節 東京Ｖ vs 岐阜

2014年5月6日（火・休）
Ｊ１ 第12節 甲府 vs 浦和

ＳＡＹＯＮＡＲＡ国立競技場プロジェクト 対象試合

実行委員選任
　Ｊリーグは4月22日に開催した理事会で、下記クラブの実行委員変更を
承認した。

西川  善久（にしかわ よしひさ）
株式会社ベガルタ仙台 代表取締役社長

※4月25日付で同職に就任

白幡  洋一
株式会社ベガルタ仙台 代表取締役社長

ベガルタ仙台

恩田  聖敬（おんだ さとし）
株式会社岐阜フットボールクラブ 代表取締役社長

※4月24日付で同職に就任

薫田  大二郎
株式会社岐阜フットボールクラブ 代表取締役社長

ＦＣ岐阜

岩本  文昭（いわもと ふみあき）
株式会社Ｖ・ファーレン長崎

代表取締役専務

宮田  伴之
株式会社Ｖ・ファーレン長崎 代表取締役社長

V・ファーレン長崎

クラブ名 変更前 変更後

実行委員 敬称略

参与選任
　Ｊリーグは4月22日に開催した理事会で、2014年4月25日付でベガルタ
仙台の実行委員を退任する白幡洋一氏を参与に選任した。

2011年2月～ 14年4月（在任期間3年2カ月）白幡  洋一
氏名 実行委員在任期間

参　与 敬称略

京都サンガF.C. ホームタウン追加
　Ｊリーグは4月22日に開催した理事会で、京都サンガF.C.がホームタウン
を追加し、従来の京都市、宇治市、城陽市、向日市、長岡京市、京田辺市、
木津川市に加えて、亀岡市を2014年4月22日より新たにホームタウンと
することを承認した。

現在
変更後

宮城スタジアム
ひとめぼれスタジアム宮城

Miyagi Stadium
Hitomebore Stadium MIYAGI

日本語表記 英字表記

宮城ス
ひとめＳ

略称（日本語）

Miyagi.S
Hitomebore S

略称（英字）
名称変更

■期間：2014年4月1日～17年3月31日（3年間）
■備考：２０１４シーズン公式試合の使用予定はなし。

　ＡＦＣチャンピオンズリーグ（ＡＣ
Ｌ）２０１４は、4月22、23日にグル
ープステージが終了。日本勢では川崎
フロンターレ、セレッソ大阪、サンフ
レッチェ広島がそれぞれのグループ

で2位となり、16強入りを果たした。ノックアウトステー
ジの幕開けとなるラウンド16は、第1戦が5月6日（火・
休）、7日（水）、第2戦が同13日（火）、14日（水）に行
われる。

　グループステージ最終戦で、3チームはいずれも勝利
で突破を決めた。グループHの川崎Ｆは蔚山現代（韓
国）に3－1と快勝。同EのＣ大阪は山東魯能（中国）に
2－1の逆転勝ち。同Fの広島もセントラルコースト・マ
リナーズ（オーストラリア）に1－0で競り勝った。横浜
Ｆ・マリノスは昨年のＡＣＬ王者、広州恒大（中国）に
1－2の惜敗で敗退した。ラウンド16の組み合わせは、
川崎Ｆ vs ＦＣソウル（韓国）、Ｃ大阪 vs 広州恒大、広島 
vs ウェスタン・シドニー・ワンダラーズ（オーストラリア）。

日本勢は3チームがグループステージ突破

プロサッカー選手の仕事について話し、子どもたちの質問にも答えた柿谷曜一朗（中央）と
山口 蛍（右）の両選手。左は森島アンバサダー（大阪）

映像を見ながら解
説する宮本氏

ＪリーグエンタープライズでＪクラブや日本代表の関連
グッズについて話を聞く子どもたち（東京）

チームへの貢献度
が高い塩谷は「自信
を持ってプレーして
いる」と宮本氏

宮本氏は佐藤の得点を「ストライカ
ーらしいゴール」と評した

　Ｊリーグトップパートナーの株式会社アイデムが開催し、Ｊリーグが
2007年から協力を続けている「アイデムしごと探検隊」が、3月27日に
東京、4月4日に大阪で行われた。Ｊリーグは両日、セレッソ大阪は大阪
開催に協力した。参加した小学生たちは、Ｊリーグやサッカーに関連した仕
事に携わる人から話を聞き、各所を訪問、見学して仕事への理解を深めた。
東京ではＪリーグOB選手
の北澤 豪氏、大阪では同
じく森島寛晃氏（Ｃ大阪
アンバサダー）が案内役と
なった。当日の模様は、ア
イデム発行の求人フリー
ペーパー「ジョブアイデム」
に掲載予定（東京は5月5
日発行号、大阪は5月12
日発行号）。

　各月のリーグ戦で最も優れたゴールを表彰する「月間ベストゴール」に、
FW佐藤寿人（サンフレッチェ広島）がＪ１第2節（3月8日）の川崎フロン
ターレ戦で57分に決めた得点が選ばれた。このゴールは、年間で最も優れ
たゴールに与えられる「最優秀ゴール賞」のノミネートゴールとなり、「最優秀
ゴール賞」はシーズン終了後に行われるＪリーグアウォーズで表彰される。
　各月のリーグ戦（Ｊ１、Ｊ２）において最も活躍した選手を表彰する
「コカ・コーラ Ｊリーグ 月間MVP」の3月度受賞選手には、Ｊ１はDF塩谷 
司（広島）、Ｊ２はMF永木亮太（湘南ベルマーレ）が決まった。両選手には
それぞれ、30万円、20万円の賞金が授与される。
　受賞発表の4月22日にはＪＦＡハウスで、選考委員の一人である宮本
恒靖Ｊリーグ特任理事が映像を交えながら解説を加えた。

「アイデムしごと探検隊」に協力

村井チェアマン（左から4人目）のもとを訪問した佐藤（右から4人目）ら選手会の代表

　Ｊリーグの村井 満チェアマンはことし1月の就任以来、Ｊリーグ執務や
試合視察、クラブ訪問など、精力的な活動を続けている。4月7日には一
般社団法人 日本プロサッカー選手会の佐藤寿人会長（サンフレッチェ
広島）らがＪリーグを訪れ、意見交換の機会を持った。選手のセカンドキャ
リア、サポーターとの関係、フェアプレーなどについて話し合い、村井チェ
アマンは「これからもどんどん意見交換していきたい」と、お互いの意志疎
通に積極的な姿勢を見せた。
　また、同9日は中四国のＪクラブとの情報懇談会に出席するため、愛媛
県松山市を訪問。各クラブの社長と意見を交わした他、中村時広同県
知事や野志克仁同市長のもとにも足を運んだ。

　Ｊリーグは3月23日から4月6日に、茨城県、静岡県、大阪府の3会場で
「２０１４ Ｊリーグ Ｕ－１６チャレンジリーグ」を開催した。Ｊクラブに所
属する16歳以下の選手が対象となり、今回はＪ１・Ｊ２の全40クラブに
加え、Ｊ３の6クラブも参加した。今回から試合は全て35分ハーフに統一
され、グループ内総当たりのリーグ戦後に順位決定戦などの形式で実施。
MVPの選考、表彰も行われた。本大会は、トップレベルの選手育成に重
要な年代へ試合出場の機会を提供し、個の育成を行うとともに、リーグ戦
化に向けた検討の機会ともなる。

〈グループ1〉時之栖スポーツセンター（静岡） 3月23～25日
1位：熊本、2位：湘南、3位：愛媛、4位：横浜ＦＣ、5位：富山、6位：山形、
7位：岡山、8位：ＹＳ横浜、9位：川崎Ｆ、10位：相模原　［MVP］大友龍聖（熊本）
〈グループ2〉卜伝の郷運動公園多目的球技場（茨城） 3月24～26日
1位：大宮、2位：鹿島、3位：札幌、4位：水戸、5位：徳島、6位：群馬
［MVP］山田 陸（大宮）
〈グループ3〉時之栖スポーツセンター（静岡） 3月30日～4月1日
・Aグループ  1位：横浜ＦＭ、2位：清水、3位：松本、4位：甲府、5位：長崎、6位：浦和
・Bグループ  1位：名古屋、2位：磐田、3位：Ｆ東京、4位：新潟、5位：鳥栖、6位：町田
　［MVP］北野晴矢（名古屋）
〈グループ4〉Ｊ－ＧＲＥＥＮ堺（大阪） 4月1～3日
1位：Ｇ大阪、2位：福岡、3位：東京Ｖ、4位：京都、5位：大分、6位：神戸、
7位：広島、8位：千葉、9位：柏、10位：長野　［MVP］松本歩夢（Ｇ大阪）
〈グループ5〉Ｊ－ＧＲＥＥＮ堺（大阪） 4月4～6日
1位：仙台、2位：Ｃ大阪、3位：鳥取、4位：北九州、5位：岐阜、6位：栃木、
7位：秋田、8位：讃岐　［MVP］松岡大智（Ｃ大阪）

選手会代表と意見交換
中四国Ｊクラブ情報懇談会出席

「２０１４ Ｊリーグ Ｕ－１６
チャレンジリーグ」を開催

【２０１４ Ｊリーグ Ｕ－１６チャレンジリーグ成績】

村井 満Ｊリーグチェアマン

ＡＦＣチャンピオンズリーグ２０１４

蔚山現代戦で先制点を挙げた川崎Ｆ
の小林 悠

トピックス（3月24日～4月23日）
※各項目の詳細については、Ｊリーグ公式ホームページ
　（http://www.j-league.or.jp）を参照
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　ベガルタ仙台がホームスタジアムとして使用している「宮城県総合運動
公園宮城スタジアム」は、宮城県と全国農業協同組合連合会 宮城県本部
との施設命名権契約締結に伴い、下記のとおり名称が変更となった。

第64回 “ 社会を明るくする運動” に協力

第１回 Next generationマッチ 千葉２０１４を後援

　Ｊリーグは4月22日に開催した理事会で、法務省が主唱する第64回 
“社会を明るくする運動”に協力することを決定した。2014年7月1日
（火）～31日（木）の強調月間に、公式試合開催時の告知活動などで
協力する。

　Ｊリーグは4月22日に開催した理事会で、一般社団法人 松田直樹メモリア
ルが主催する「第1回 Next generation マッチ」を後援することを決定した。
　試合は2014年7月6日（日）、フクダ電子アリーナで開催。ジェフユナイ
テッドのOBと千葉県出身の元Ｊリーグ選手を中心としたCHIBA DREAMS
と、故松田直樹氏にゆかりのある元日本代表を中心としたNAOKI FRIENDS
が対戦する。また、前座試合や、AED講習会の実施も予定されている。

宮城県総合運動公園宮城スタジアム 名称変更

　Ｊリーグは2010年度より、Ｊリーグの人材育成活動における選手教育
の取り組みとして、文部科学省委託事業の「Ｊリーグ版［よのなか］科」
（正式名称：Ｊリーグをテーマに、競技者としてのキャリアを考える「キャリ
ア・デザイン・サポートプログラム」）を実施している。今年度も6～12月
（予定）にＪＦＡハウスや対象クラブのクラブハウスでプログラムのファシ
リテーター（進行役）養成を目的とした講座を開講し、各クラブでの自主的
な取り組みができる体制構築へ向けての支援を行うと同時に、アカデミー
コーチに向けての研修の実施展開を図る。

キャリアデザイン支援プログラム ２０１４年度「Ｊリーグ版
［よのなか］科」ファシリテーター養成講座 開講 

　Ｊリーグは4月22日に開催した理事会で、独立行政法人日本スポーツ振
興センターの『ＳＡＹＯＮＡＲＡ国立競技場プロジェクト』に賛同し、国立競
技場にて開催される下記4試合で、同センターの後援が決定した。同プロ
ジェクトは、同センターが、半世紀の間、スポーツの聖地として歩んできた現
在の国立競技場の歴史に敬意を表すことを目的とし、実施している。下記
4試合では、来場者全員に『ＳＡＹＯＮＡＲＡ国立競技場ハンドタオル』の
プレゼントなどを実施する。

（独）日本スポーツ振興センター『ＳＡＹＯＮＡＲＡ国立競技場
プロジェクト』が２０１４ Ｊ１・Ｊ２リーグ戦を後援

　Ｊリーグでは、過去にさまざまな形で「サッカー」とタイアップした楽曲
やアーティストを中心に収録したJリーグオフィシャル応援CD『NEXT 
STAGE ～ROAD TO 100～』
（発売・販売元：エイベックス・
マーケティング株式会社）を制
作、5月14日（水）に発売する
（価格：2000円、税別）。２０１４
Ｊリーグオフィシャル応援歌の
「Forever Young」（CREAM）、
「勝負曲－J.LEAGUE Official 
ver .－」（GAKU－MC）などが
収録されている。

Ｊリーグオフィシャル応援CD 
『NEXT STAGE ～ ROAD TO 100 ～』発売

2014年4月13日（日）※実施済み
Ｊ２ 第7節 東京Ｖ vs 岡山

2014年4月29日（火・祝）※実施済み
Ｊ１ 第10節 Ｆ東京 vs 名古屋

2014年5月3日（土・祝）
Ｊ２ 第11節 東京Ｖ vs 岐阜

2014年5月6日（火・休）
Ｊ１ 第12節 甲府 vs 浦和

ＳＡＹＯＮＡＲＡ国立競技場プロジェクト 対象試合

実行委員選任
　Ｊリーグは4月22日に開催した理事会で、下記クラブの実行委員変更を
承認した。

西川  善久（にしかわ よしひさ）
株式会社ベガルタ仙台 代表取締役社長

※4月25日付で同職に就任

白幡  洋一
株式会社ベガルタ仙台 代表取締役社長

ベガルタ仙台

恩田  聖敬（おんだ さとし）
株式会社岐阜フットボールクラブ 代表取締役社長

※4月24日付で同職に就任

薫田  大二郎
株式会社岐阜フットボールクラブ 代表取締役社長

ＦＣ岐阜

岩本  文昭（いわもと ふみあき）
株式会社Ｖ・ファーレン長崎

代表取締役専務

宮田  伴之
株式会社Ｖ・ファーレン長崎 代表取締役社長

V・ファーレン長崎
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　受賞発表の4月22日にはＪＦＡハウスで、選考委員の一人である宮本
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村井チェアマン（左から4人目）のもとを訪問した佐藤（右から4人目）ら選手会の代表

　Ｊリーグの村井 満チェアマンはことし1月の就任以来、Ｊリーグ執務や
試合視察、クラブ訪問など、精力的な活動を続けている。4月7日には一
般社団法人 日本プロサッカー選手会の佐藤寿人会長（サンフレッチェ
広島）らがＪリーグを訪れ、意見交換の機会を持った。選手のセカンドキャ
リア、サポーターとの関係、フェアプレーなどについて話し合い、村井チェ
アマンは「これからもどんどん意見交換していきたい」と、お互いの意志疎
通に積極的な姿勢を見せた。
　また、同9日は中四国のＪクラブとの情報懇談会に出席するため、愛媛
県松山市を訪問。各クラブの社長と意見を交わした他、中村時広同県
知事や野志克仁同市長のもとにも足を運んだ。

　Ｊリーグは3月23日から4月6日に、茨城県、静岡県、大阪府の3会場で
「２０１４ Ｊリーグ Ｕ－１６チャレンジリーグ」を開催した。Ｊクラブに所
属する16歳以下の選手が対象となり、今回はＪ１・Ｊ２の全40クラブに
加え、Ｊ３の6クラブも参加した。今回から試合は全て35分ハーフに統一
され、グループ内総当たりのリーグ戦後に順位決定戦などの形式で実施。
MVPの選考、表彰も行われた。本大会は、トップレベルの選手育成に重
要な年代へ試合出場の機会を提供し、個の育成を行うとともに、リーグ戦
化に向けた検討の機会ともなる。

〈グループ1〉時之栖スポーツセンター（静岡） 3月23～25日
1位：熊本、2位：湘南、3位：愛媛、4位：横浜ＦＣ、5位：富山、6位：山形、
7位：岡山、8位：ＹＳ横浜、9位：川崎Ｆ、10位：相模原　［MVP］大友龍聖（熊本）
〈グループ2〉卜伝の郷運動公園多目的球技場（茨城） 3月24～26日
1位：大宮、2位：鹿島、3位：札幌、4位：水戸、5位：徳島、6位：群馬
［MVP］山田 陸（大宮）
〈グループ3〉時之栖スポーツセンター（静岡） 3月30日～4月1日
・Aグループ  1位：横浜ＦＭ、2位：清水、3位：松本、4位：甲府、5位：長崎、6位：浦和
・Bグループ  1位：名古屋、2位：磐田、3位：Ｆ東京、4位：新潟、5位：鳥栖、6位：町田
　［MVP］北野晴矢（名古屋）
〈グループ4〉Ｊ－ＧＲＥＥＮ堺（大阪） 4月1～3日
1位：Ｇ大阪、2位：福岡、3位：東京Ｖ、4位：京都、5位：大分、6位：神戸、
7位：広島、8位：千葉、9位：柏、10位：長野　［MVP］松本歩夢（Ｇ大阪）
〈グループ5〉Ｊ－ＧＲＥＥＮ堺（大阪） 4月4～6日
1位：仙台、2位：Ｃ大阪、3位：鳥取、4位：北九州、5位：岐阜、6位：栃木、
7位：秋田、8位：讃岐　［MVP］松岡大智（Ｃ大阪）

選手会代表と意見交換
中四国Ｊクラブ情報懇談会出席

「２０１４ Ｊリーグ Ｕ－１６
チャレンジリーグ」を開催

【２０１４ Ｊリーグ Ｕ－１６チャレンジリーグ成績】

村井 満Ｊリーグチェアマン

ＡＦＣチャンピオンズリーグ２０１４

蔚山現代戦で先制点を挙げた川崎Ｆ
の小林 悠

トピックス（3月24日～4月23日）
※各項目の詳細については、Ｊリーグ公式ホームページ
　（http://www.j-league.or.jp）を参照
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はじめに
　2008年にＪリーグが「欧州におけるサッカ
ースタジアムの事業構造調査」を行ってから6
年がたち、国内でも理想のサッカースタジアム
を整備しようという動きが各地で沸き起こって
いる。10年10月の「スタジアムプロジェクト
欧州視察」に参加した栃木ＳＣ、川崎フロン
ターレ、ガンバ大阪、ギラヴァンツ北九州のホ
ームスタジアムでは、いずれも新設や大規模改
修が具体化している。
　ことし2月、新たに構想を抱くクラブと共に、
Ｊリーグとして3度目の欧州視察を実施した。
目指す姿を共有し、ホームスタジアムの将来計
画に反映してもらうことを目的とした「Ｊリーグ
欧州スタジアム視察2014」。
　フルカバーの屋根をはじめとする快適な観
戦環境は当たり前。それぞれのスタジアムは、
①アクセスの良い立地を生かした多機能複合
型、②バリエーション豊かなラウンジを備え、試
合日以外も有効活用している収益性の高い
365日稼働型、③クラブの伝統を受け継ぐミュ
ージアム・スタジアム、④ホームタウンの人口
が少なくても、行政と連携して集客に取り組
み、シティーセールスの一助を担う小さな町の
看板スタジアム、といった特性を輝かせていた。

アクセスの良い立地を生かした
多機能複合型スタジアム

　ツアーの最初はスペイン。ＲＣＤエスパニョー
ルのスタジアムを訪問した。 ＦＣバルセロナと
いう巨大クラブがある地域でクラブが注力した
スタジアムは、四つのスタンド全てが、1層目と
2層目の間にビジネスラウンジを備えた事業性
の高い構造。最寄り駅から徒歩6分、その他
三つの駅からも13分の徒歩圏、スタジアムの
裏手には高速道路が走り、あらゆる手段でアク
セス可能な好立地にある。前に市営グラウンド、
裏手にシネマコンプレックスがあり、スタジアム
がこのエリア全体の再開発の核になっていた。
　それまで屋根のない陸上競技場をホームと
して使用していたが、09年に約4万人のサッ
カースタジアムを9千万ユーロ（121億5千万
円）で建設して移転。「声援が屋根に響き渡り、
それまでの環境と比べれば、夜が明け、太陽が
降り注ぐ昼に変わった気分だ」（クラブ幹部）。

365日稼働型のスタジアム
　多機能複合型のスタジアムが多いスイスで
は、バーゼル、ベルン、ルツェルンの3都市にあ
る街中スタジアムで、試合のない日も人々が足
を運ぶ環境や、エコ対策を視察した。バーゼル

には高齢者用住居107戸、ベルンには太陽光
エネルギーの学習センターやオフィスが併設さ
れ、どちらも内部にショッピングセンターがあ
る。バーゼルはことしからクラブがスタジアム
の利用管理を任されており、ショッピングセンタ
ーのテナント料もクラブの収入源となった。
　ルツェルンは、スタジアム敷地内にプールや
フィットネスジム、マンション2棟、スーパーマーケ
ットがある。いずれのスタジアムも広く多彩な
ラウンジをいくつも備え、試合日以外も会議やパ
ーティー、イベントなどでフル稼働している。
　スイスでも、サッカーくじからの助成制度があ
り、ベルンのような民間施設でも助成を受けて

スタジアムの目の前がトラムの駅となっており、併設のショッピン
グセンター利用にも便利だ（ベルン／スイス）

100mの長さのビジネスラウンジ。地元企業がピッチをイベント
利用し、これから会食が始まる（ルツェルン／スイス）

椅子、ソファ、カウンターとバリエーション豊かなビジネスラウンジ（マインツ／ドイツ）
売店の支払いは専用カード。コンコースにはカード販売、
チャージ対応スタッフを配置（ホッフェンハイム／ドイツ）

テナントのスターバックスコーヒーは平日もにぎわい、街で最も人気
の高い待ち合わせスポットになっている（ダービー／イングランド）

緊急時にはピッチに避難できることが法律によって定められてい
る（ストーク・オン・トレント／イングランド）

ラウンジの一つは週末にレストランとなり、地元のグルメランキン
グで3年連続1位に選ばれた（アストン・ヴィラ／イングランド）

外壁が開閉式のため、天然芝の育成のための通風が確保されて
いる（バーゼル／スイス）

四つのスタンド全て、1層目と2層目の間にビジネスラウンジを備えている（エスパニョール／スペイン）

スタジアムの在り方は新たなステージへ
～地域の核となるスタジアム～

「Jリーグ欧州スタジアム視察２０１４」報告

いた。スタジアム建設が地域の活性化に寄与
することでクラブの公共性の裏付けとなり、助
成の対象として認められているのだ。

クラブの伝統を受け継ぐ
ミュージアム・スタジアム

　イングランドでは、伝統あるフットボールスタジ
アム独特の雰囲気、臨場感を体感。クラブの歴
史を大切に残した自前のスタジアムを視察し、
試合のない日も活用してビジネスに結び付け
ている様子をヒアリングした。ストークとダービー
は、1997年にリーグの基準を満たすためにスタ
ジアムを新設。ダービーは駅の東1キロメートル
の場所に移転し、スタジアムはスターバックス
コーヒーとサンドイッチのチェーン店を併設。
駅に近く国道沿いという立地から、平日も多くの
人々が利用し、街で最も人気の高い待ち合わせ
スポットとなっていた。ラウンジの貸し出しや、国
道側の壁面の広告販売もクラブの収入源にな
り、新スタジアムを活用したファンサービスによ
る若年層ファンの開拓も行うなど、スタジアムが
顧客拡大の一翼を担っていた。ダービーもまた、
行政のエリア再開発プランにクラブが加わり、
建設にあたっては市から助成を受けていた。
　ストークは建設にあたり、命名権料や、フット
ボールトラスト（政府、サッカーくじおよびフットボ
ールリーグ共同の基金）からの助成金が活用さ
れていた。いずれのスタジアムも新設により、安
全で快適になっただけでなく、スタジアムそのも
のがクラブの歴史をちりばめたミュージアムのよ

うに生まれ変わった。ストークはさほどアクセスが
改善されなかったため、スタジアム移転による平
均入場者数は前年比118.3%にとどまったが、
ダービーは162.7%に跳ね上がった。

シティーセールスを担う
小さな町の看板スタジアム

　ツアーの最後に、世界で最も成功していると
いわれているドイツのブンデスリーガを、3万人
規模のスタジアムで観戦。マインツではスタジ
アム・ホスピタリティーを、ホッフェンハイムでは
一般席の快適性を体験した。どちらもフランク
フルトに近い小都市である。
　マインツは市営のスタジアム。ホームクラブ
のエンブレムをスタンドや外壁など至る所に掲
出し、「何かが起こる期待感、チームイメージと
合致したデザイン、モダンスタジアム」というコ
ンセプトを実現。常に3万人（市の人口の約7
分の1）を超える入場者を集め、所属する岡崎
慎司選手が「サポーターとの一体感を感じる」
と評するスタジアムは、チームに力を与え、1部
昇格、定着に多大な貢献をしているといえる。
クラブは市に施設使用料を支払うが、ネーミン
グライツはクラブの収入となっている。
　ホッフェンハイムのスタジアムは、人口約3
万4千人のホームタウン（ジンスハイム市）にお
いて3万人の収容能力を持ち、平均入場者数
は2万3千人を超える。スタジアムはクラブのパ
トロンが建設したものだが、会員数約5700人
の総合スポーツクラブという基盤のもと、地道

な普及活動を行い、周辺76都市の市章をスタ
ンドに掲げて近隣市町村からも応援してもらえ
る仕組みをつくった結果、ファンを増やし、新ス
タジアムにふさわしいトップクラブに成長。スタ
ジアムは、2011年のＦＩＦＡ女子ワールドカッ
プの会場にも選ばれた。
　いずれも、世界屈指のリーグへの定着、国際
大会の誘致成功など、スタジアムの新設をきっ
かけに、大都市に隠れがちな小都市が世界規
模のシティーセールスに成功した例といえる。

スタジアムは都市計画の重要なアイテム
　歩みを止めない「スタジアム先進国」に、「ただ
の競技施設」はなかった。新設されたのはいず
れも「都市計画の重要なアイテムとなるスタジ
アム」だった。
　良いスタジアムをホームとするクラブは、いずれ
も行政と良好な関係にあり、スポーツの枠にとど
まらない公共的な存在として地域に認められ、ス
タジアムと共に地域にさらに定着。地域経済に
も大きく貢献している姿を視察することができた。
 Ｊリーグは20年が経過し、競技レベルは大きく
飛躍した。クラブは地域の重要無形文化財に
なり得る、と価値も認められてきた。
　一方、地域は人口減少、高齢化、中心市街
地空洞化といった未来を不安視し、「地域活性
化の核」を模索している。スタジアムは、今日の
明日にできるものではない。互いの課題に向き
合い、「街の笑顔となるスタジアム」に向かって
いかなければならない。  （Ｊリーグ 佐藤 仁司）

　スタジアムは、競技場からスポーツエンターテインメントを提供
する空間、クラブ収益を生む資産へと、時代を追うごとに役割を増
やしている。さらに、スタジアムは街の集客装置、「街の機能」を
持つ施設として進化し、欧州では地域の再開発の核となるスタジ
アムも現れている。Ｊリーグが2008年に「欧州におけるサッカース
タジアムの事業構造調査」を行ってから6年がたち、国内でもいく
つかの地域ではスタジアムの新設や大規模改修が具体化される
など、理想のサッカースタジアムの整備に向けた動きが活発になっ
ている。クラブとスタジアムが地域に果たしている役割を、近年新
設、改修されたスタジアムを中心に視察した。

■行程と視察先（国別）■参加者コメント

 2/8（土）
 
スペイン 

コルネリャ・デ・ スタジアム エスタディ・コルネリャ・エル・プラット RCDエスパニョール スペイン1部リーグ  Liga BBVA 40,500  2009/8/2
   リョブレガード 練習場 RCDエスパニョール  
 2/9（日）  バルセロナ スタジアム カンプ・ノウ FCバルセロナ スペイン1部リーグ  Liga BBVA ― ― 
 2/10（月）  バーゼル スタジアム ザンクト・ヤコブ・パルク FCバーゼル ライファイゼン・スーパーリーグ 38,512  2001/3/15
 2/11（火） スイス ベルン スタジアム スタッド・ド・スイス、ヴァンクドルフ、ベルン BSCヤングボーイズ ライファイゼン・スーパーリーグ 32,000  2005/7/30
 2/12（水）  ルツェルン スタジアム スイスシュポルアレナ FCルツェルン ライファイゼン・スーパーリーグ 17,000  2011/7/31

 2/13（木）
  ダービー スタジアム アイプロ・スタジアム ダービー・カウンティーFC イングランド・フットボールリーグ・チャンピオンシップ 33,010  1997/7/18

  イングランド ストーク・オン・トレント スタジアム ブリタニア・スタジアム ストーク・シティーFC イングランド・プレミアリーグ 27,740  1997/8/30
   バーミンガム スタジアム ヴィラパーク アストン・ヴィラFC イングランド・プレミアリーグ 42,682  1897年
 2/14（金）  

マインツ
 スタジアム コファス・アレナ 

1.FSVマインツ05 ドイツ・ブンデスリーガ 34,000  2011/7/3
  

ドイツ 
 試合観戦 マインツ 対 ハノーファー    

 2/15（土）  ジンスハイム
 スタジアム ライン・ネッカー・アレナ 

TSG 1899 ホッフェンハイム ドイツ・ブンデスリーガ 30,150  2009/1/24
    試合観戦 ホッフェンハイム 対 シュツットガルト    

国

■参加者

大宮アルディージャ  小島陽介氏
非常に刺激的だった。クラブと街が一体となって取り組んだ努力
と情熱の結果がスタジアムという成果に表れていた。マインツ
幹部が「スタジアムはエモーショナルプアーであってはならない」と
言うように、「劇場」として機能しているスタジアムは、いるだけで
時がたつのを忘れた。まずは、地域に根差した小さな活動を丁寧
に行い、「Ｊリーグ百年構想」のもと、地道な努力を積み重ねて
いくことが必要と感じた。

サンフレッチェ広島  森脇豊一郎氏
国際平和都市の広島だからこそスポーツを通じた平和へのメッ
セージが発信できる。そのためにも、街の集客装置として国内外
から365日人々が集い、ホームタウンの誰もが「わが家」と誇り
に思えるスタジアムが必要だと強く感じた。そのためにはアクセ
スの良さは最も重要となる。市内の中心市街地に複合型スタジ
アムを建設する構想がある中、まずは場所の決定と、コンセプ
トの熟考を急ぎたい。

ファジアーノ岡山  小川雅洋氏
訪問国4カ国のうちスペイン、イングランド、ドイツのクラブは、
放映権収入の比率が高く、世界に向けては有名になれるが、
地元のサポーターには金曜や月曜の試合を受け入れざるを得な
く不便であり、入場者数も伸び悩んでいる。一方、スイスの3クラ
ブでは、地方が持つスタジアム建設の方向性について参考に
なった。スタジアム収入は、年間を通じたサッカー以外の興行
収入比率が高い。今後のスタジアム新設は、中心市街地に建
設し、高齢者住宅、ショッピングモール、オフィス、学校、コンベン
ション対応機能などを備え、サッカーを行う箱ではなく、複合施設
として人々が集い、にぎわい、周辺の活性化に寄与すること。こ
のような思いで計画を進めていく必要があると感じた。

都市 訪問先 ホームクラブ 所属リーグ 完成収容人数

※鹿島アントラーズは県立カシマサッカースタジアムの指定管理者

水色部分は視察のみ・ヒアリングなし

（団長） 公益社団法人  日本プロサッカーリーグ フットボール統括本部長 窪田  慎二
 独立行政法人  日本スポーツ振興センター スポーツ振興事業部 助成課 鈴木  友喜
 鹿島アントラーズ※  事業部 スタジアム事業グループ長 箕輪  公成
 大宮アルディージャ 事業本部ファンサービスグループ リーダー 小島  陽介
 大宮アルディージャ後援会 理事長 染谷  伊久夫
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【お知らせ】 Ｊリーグ公式ホームページにて5月上旬より「Ｊリーグ欧州スタジアム視察2014」について動画によるリポートを掲載予定。
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はじめに
　2008年にＪリーグが「欧州におけるサッカ
ースタジアムの事業構造調査」を行ってから6
年がたち、国内でも理想のサッカースタジアム
を整備しようという動きが各地で沸き起こって
いる。10年10月の「スタジアムプロジェクト
欧州視察」に参加した栃木ＳＣ、川崎フロン
ターレ、ガンバ大阪、ギラヴァンツ北九州のホ
ームスタジアムでは、いずれも新設や大規模改
修が具体化している。
　ことし2月、新たに構想を抱くクラブと共に、
Ｊリーグとして3度目の欧州視察を実施した。
目指す姿を共有し、ホームスタジアムの将来計
画に反映してもらうことを目的とした「Ｊリーグ
欧州スタジアム視察2014」。
　フルカバーの屋根をはじめとする快適な観
戦環境は当たり前。それぞれのスタジアムは、
①アクセスの良い立地を生かした多機能複合
型、②バリエーション豊かなラウンジを備え、試
合日以外も有効活用している収益性の高い
365日稼働型、③クラブの伝統を受け継ぐミュ
ージアム・スタジアム、④ホームタウンの人口
が少なくても、行政と連携して集客に取り組
み、シティーセールスの一助を担う小さな町の
看板スタジアム、といった特性を輝かせていた。

アクセスの良い立地を生かした
多機能複合型スタジアム

　ツアーの最初はスペイン。ＲＣＤエスパニョー
ルのスタジアムを訪問した。 ＦＣバルセロナと
いう巨大クラブがある地域でクラブが注力した
スタジアムは、四つのスタンド全てが、1層目と
2層目の間にビジネスラウンジを備えた事業性
の高い構造。最寄り駅から徒歩6分、その他
三つの駅からも13分の徒歩圏、スタジアムの
裏手には高速道路が走り、あらゆる手段でアク
セス可能な好立地にある。前に市営グラウンド、
裏手にシネマコンプレックスがあり、スタジアム
がこのエリア全体の再開発の核になっていた。
　それまで屋根のない陸上競技場をホームと
して使用していたが、09年に約4万人のサッ
カースタジアムを9千万ユーロ（121億5千万
円）で建設して移転。「声援が屋根に響き渡り、
それまでの環境と比べれば、夜が明け、太陽が
降り注ぐ昼に変わった気分だ」（クラブ幹部）。

365日稼働型のスタジアム
　多機能複合型のスタジアムが多いスイスで
は、バーゼル、ベルン、ルツェルンの3都市にあ
る街中スタジアムで、試合のない日も人々が足
を運ぶ環境や、エコ対策を視察した。バーゼル

には高齢者用住居107戸、ベルンには太陽光
エネルギーの学習センターやオフィスが併設さ
れ、どちらも内部にショッピングセンターがあ
る。バーゼルはことしからクラブがスタジアム
の利用管理を任されており、ショッピングセンタ
ーのテナント料もクラブの収入源となった。
　ルツェルンは、スタジアム敷地内にプールや
フィットネスジム、マンション2棟、スーパーマーケ
ットがある。いずれのスタジアムも広く多彩な
ラウンジをいくつも備え、試合日以外も会議やパ
ーティー、イベントなどでフル稼働している。
　スイスでも、サッカーくじからの助成制度があ
り、ベルンのような民間施設でも助成を受けて

スタジアムの目の前がトラムの駅となっており、併設のショッピン
グセンター利用にも便利だ（ベルン／スイス）

100mの長さのビジネスラウンジ。地元企業がピッチをイベント
利用し、これから会食が始まる（ルツェルン／スイス）

椅子、ソファ、カウンターとバリエーション豊かなビジネスラウンジ（マインツ／ドイツ）
売店の支払いは専用カード。コンコースにはカード販売、
チャージ対応スタッフを配置（ホッフェンハイム／ドイツ）

テナントのスターバックスコーヒーは平日もにぎわい、街で最も人気
の高い待ち合わせスポットになっている（ダービー／イングランド）

緊急時にはピッチに避難できることが法律によって定められてい
る（ストーク・オン・トレント／イングランド）

ラウンジの一つは週末にレストランとなり、地元のグルメランキン
グで3年連続1位に選ばれた（アストン・ヴィラ／イングランド）

外壁が開閉式のため、天然芝の育成のための通風が確保されて
いる（バーゼル／スイス）

四つのスタンド全て、1層目と2層目の間にビジネスラウンジを備えている（エスパニョール／スペイン）

スタジアムの在り方は新たなステージへ
～地域の核となるスタジアム～

「Jリーグ欧州スタジアム視察２０１４」報告

いた。スタジアム建設が地域の活性化に寄与
することでクラブの公共性の裏付けとなり、助
成の対象として認められているのだ。

クラブの伝統を受け継ぐ
ミュージアム・スタジアム

　イングランドでは、伝統あるフットボールスタジ
アム独特の雰囲気、臨場感を体感。クラブの歴
史を大切に残した自前のスタジアムを視察し、
試合のない日も活用してビジネスに結び付け
ている様子をヒアリングした。ストークとダービー
は、1997年にリーグの基準を満たすためにスタ
ジアムを新設。ダービーは駅の東1キロメートル
の場所に移転し、スタジアムはスターバックス
コーヒーとサンドイッチのチェーン店を併設。
駅に近く国道沿いという立地から、平日も多くの
人々が利用し、街で最も人気の高い待ち合わせ
スポットとなっていた。ラウンジの貸し出しや、国
道側の壁面の広告販売もクラブの収入源にな
り、新スタジアムを活用したファンサービスによ
る若年層ファンの開拓も行うなど、スタジアムが
顧客拡大の一翼を担っていた。ダービーもまた、
行政のエリア再開発プランにクラブが加わり、
建設にあたっては市から助成を受けていた。
　ストークは建設にあたり、命名権料や、フット
ボールトラスト（政府、サッカーくじおよびフットボ
ールリーグ共同の基金）からの助成金が活用さ
れていた。いずれのスタジアムも新設により、安
全で快適になっただけでなく、スタジアムそのも
のがクラブの歴史をちりばめたミュージアムのよ

うに生まれ変わった。ストークはさほどアクセスが
改善されなかったため、スタジアム移転による平
均入場者数は前年比118.3%にとどまったが、
ダービーは162.7%に跳ね上がった。

シティーセールスを担う
小さな町の看板スタジアム

　ツアーの最後に、世界で最も成功していると
いわれているドイツのブンデスリーガを、3万人
規模のスタジアムで観戦。マインツではスタジ
アム・ホスピタリティーを、ホッフェンハイムでは
一般席の快適性を体験した。どちらもフランク
フルトに近い小都市である。
　マインツは市営のスタジアム。ホームクラブ
のエンブレムをスタンドや外壁など至る所に掲
出し、「何かが起こる期待感、チームイメージと
合致したデザイン、モダンスタジアム」というコ
ンセプトを実現。常に3万人（市の人口の約7
分の1）を超える入場者を集め、所属する岡崎
慎司選手が「サポーターとの一体感を感じる」
と評するスタジアムは、チームに力を与え、1部
昇格、定着に多大な貢献をしているといえる。
クラブは市に施設使用料を支払うが、ネーミン
グライツはクラブの収入となっている。
　ホッフェンハイムのスタジアムは、人口約3
万4千人のホームタウン（ジンスハイム市）にお
いて3万人の収容能力を持ち、平均入場者数
は2万3千人を超える。スタジアムはクラブのパ
トロンが建設したものだが、会員数約5700人
の総合スポーツクラブという基盤のもと、地道

な普及活動を行い、周辺76都市の市章をスタ
ンドに掲げて近隣市町村からも応援してもらえ
る仕組みをつくった結果、ファンを増やし、新ス
タジアムにふさわしいトップクラブに成長。スタ
ジアムは、2011年のＦＩＦＡ女子ワールドカッ
プの会場にも選ばれた。
　いずれも、世界屈指のリーグへの定着、国際
大会の誘致成功など、スタジアムの新設をきっ
かけに、大都市に隠れがちな小都市が世界規
模のシティーセールスに成功した例といえる。

スタジアムは都市計画の重要なアイテム
　歩みを止めない「スタジアム先進国」に、「ただ
の競技施設」はなかった。新設されたのはいず
れも「都市計画の重要なアイテムとなるスタジ
アム」だった。
　良いスタジアムをホームとするクラブは、いずれ
も行政と良好な関係にあり、スポーツの枠にとど
まらない公共的な存在として地域に認められ、ス
タジアムと共に地域にさらに定着。地域経済に
も大きく貢献している姿を視察することができた。
 Ｊリーグは20年が経過し、競技レベルは大きく
飛躍した。クラブは地域の重要無形文化財に
なり得る、と価値も認められてきた。
　一方、地域は人口減少、高齢化、中心市街
地空洞化といった未来を不安視し、「地域活性
化の核」を模索している。スタジアムは、今日の
明日にできるものではない。互いの課題に向き
合い、「街の笑顔となるスタジアム」に向かって
いかなければならない。  （Ｊリーグ 佐藤 仁司）

　スタジアムは、競技場からスポーツエンターテインメントを提供
する空間、クラブ収益を生む資産へと、時代を追うごとに役割を増
やしている。さらに、スタジアムは街の集客装置、「街の機能」を
持つ施設として進化し、欧州では地域の再開発の核となるスタジ
アムも現れている。Ｊリーグが2008年に「欧州におけるサッカース
タジアムの事業構造調査」を行ってから6年がたち、国内でもいく
つかの地域ではスタジアムの新設や大規模改修が具体化される
など、理想のサッカースタジアムの整備に向けた動きが活発になっ
ている。クラブとスタジアムが地域に果たしている役割を、近年新
設、改修されたスタジアムを中心に視察した。

■行程と視察先（国別）■参加者コメント

 2/8（土）
 
スペイン 

コルネリャ・デ・ スタジアム エスタディ・コルネリャ・エル・プラット RCDエスパニョール スペイン1部リーグ  Liga BBVA 40,500  2009/8/2
   リョブレガード 練習場 RCDエスパニョール  
 2/9（日）  バルセロナ スタジアム カンプ・ノウ FCバルセロナ スペイン1部リーグ  Liga BBVA ― ― 
 2/10（月）  バーゼル スタジアム ザンクト・ヤコブ・パルク FCバーゼル ライファイゼン・スーパーリーグ 38,512  2001/3/15
 2/11（火） スイス ベルン スタジアム スタッド・ド・スイス、ヴァンクドルフ、ベルン BSCヤングボーイズ ライファイゼン・スーパーリーグ 32,000  2005/7/30
 2/12（水）  ルツェルン スタジアム スイスシュポルアレナ FCルツェルン ライファイゼン・スーパーリーグ 17,000  2011/7/31

 2/13（木）
  ダービー スタジアム アイプロ・スタジアム ダービー・カウンティーFC イングランド・フットボールリーグ・チャンピオンシップ 33,010  1997/7/18

  イングランド ストーク・オン・トレント スタジアム ブリタニア・スタジアム ストーク・シティーFC イングランド・プレミアリーグ 27,740  1997/8/30
   バーミンガム スタジアム ヴィラパーク アストン・ヴィラFC イングランド・プレミアリーグ 42,682  1897年
 2/14（金）  

マインツ
 スタジアム コファス・アレナ 

1.FSVマインツ05 ドイツ・ブンデスリーガ 34,000  2011/7/3
  

ドイツ 
 試合観戦 マインツ 対 ハノーファー    

 2/15（土）  ジンスハイム
 スタジアム ライン・ネッカー・アレナ 

TSG 1899 ホッフェンハイム ドイツ・ブンデスリーガ 30,150  2009/1/24
    試合観戦 ホッフェンハイム 対 シュツットガルト    

国

■参加者

大宮アルディージャ  小島陽介氏
非常に刺激的だった。クラブと街が一体となって取り組んだ努力
と情熱の結果がスタジアムという成果に表れていた。マインツ
幹部が「スタジアムはエモーショナルプアーであってはならない」と
言うように、「劇場」として機能しているスタジアムは、いるだけで
時がたつのを忘れた。まずは、地域に根差した小さな活動を丁寧
に行い、「Ｊリーグ百年構想」のもと、地道な努力を積み重ねて
いくことが必要と感じた。

サンフレッチェ広島  森脇豊一郎氏
国際平和都市の広島だからこそスポーツを通じた平和へのメッ
セージが発信できる。そのためにも、街の集客装置として国内外
から365日人々が集い、ホームタウンの誰もが「わが家」と誇り
に思えるスタジアムが必要だと強く感じた。そのためにはアクセ
スの良さは最も重要となる。市内の中心市街地に複合型スタジ
アムを建設する構想がある中、まずは場所の決定と、コンセプ
トの熟考を急ぎたい。

ファジアーノ岡山  小川雅洋氏
訪問国4カ国のうちスペイン、イングランド、ドイツのクラブは、
放映権収入の比率が高く、世界に向けては有名になれるが、
地元のサポーターには金曜や月曜の試合を受け入れざるを得な
く不便であり、入場者数も伸び悩んでいる。一方、スイスの3クラ
ブでは、地方が持つスタジアム建設の方向性について参考に
なった。スタジアム収入は、年間を通じたサッカー以外の興行
収入比率が高い。今後のスタジアム新設は、中心市街地に建
設し、高齢者住宅、ショッピングモール、オフィス、学校、コンベン
ション対応機能などを備え、サッカーを行う箱ではなく、複合施設
として人々が集い、にぎわい、周辺の活性化に寄与すること。こ
のような思いで計画を進めていく必要があると感じた。

都市 訪問先 ホームクラブ 所属リーグ 完成収容人数

※鹿島アントラーズは県立カシマサッカースタジアムの指定管理者

水色部分は視察のみ・ヒアリングなし

（団長） 公益社団法人  日本プロサッカーリーグ フットボール統括本部長 窪田  慎二
 独立行政法人  日本スポーツ振興センター スポーツ振興事業部 助成課 鈴木  友喜
 鹿島アントラーズ※  事業部 スタジアム事業グループ長 箕輪  公成
 大宮アルディージャ 事業本部ファンサービスグループ リーダー 小島  陽介
 大宮アルディージャ後援会 理事長 染谷  伊久夫
 清水エスパルス  営業企画部部長 運営チームリーダー 森谷  理
 ファジアーノ岡山 常務取締役 小川  雅洋
 サンフレッチェ広島 企画広報部長 森脇  豊一郎
 広島県サッカー協会 常務理事 先本  賢司
 株式会社 Ｊリーグメディアプロモーション コンテンツ企画部 高橋  現
 公益社団法人  日本プロサッカーリーグ  競技・運営部マネージャー 佐藤  仁司
 公益社団法人  日本プロサッカーリーグ  総務部アシスタントチーフ 伊藤  緑

【お知らせ】 Ｊリーグ公式ホームページにて5月上旬より「Ｊリーグ欧州スタジアム視察2014」について動画によるリポートを掲載予定。
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基本的に選手目線で
̶̶特任理事就任の打診を受けた時は、どの
ように考えましたか。
宮本 選手としての経験や視点をＪリーグに還
元してほしいと言われました。それは自分にもで
きると考え、Ｊリーグの運営という部分にも少し
関わることができるので、やりがいがあるなと思
いました。
̶̶村井 満チェアマンとは話しましたか。
宮本 チェアマンは、ご自身が選手経験、競技
面ではプロではないので、ぜひそういうところを
サポートしてもらいたいとのことでした。基本的
に選手目線で、ということだと思います。
̶̶実際に意見を述べる機会はありましたか。
宮本 ハーフタイム15分確保の導入を決める
際には、選手として感じていたことを話しまし
た。また、先日の差別的な内容の横断幕掲出
に対する処分の時には「クラブ全体で反人種
差別の立場を社会に対して発信していくべき」
「Ｊリーグ、選手たちが、差別的行為に対して
反対しているという点を明確に伝えるには、双
方が協力、提携するのが良いのでは」といった
内容のことも述べました。
̶ 「̶月間ベストゴール」「コカ・コーラ Ｊリーグ 
月間MVP」の選考委員も務めることになりまし
た。こうした企画はいかがですか。
宮本 選手のモチベーションにもつながるし、
入場者や一般の人々に対してもいいアピール
の場になると思います。「こんなにすごいゴール
がＪリーグでは生まれているんだ」と。僕もオー
バーヘッドキックでゴールを決めた時には、数多
くの人に声を掛けられました。驚くようなゴール、
きれいなゴールは一般の人に対してもインパク
トがあります。

̶̶ファン・サポーターはどのような楽しみ方が
あるでしょう。
宮本 純粋にたくさんの試合を見てほしいです
ね。その中で誰のプレーが素晴らしかったのか、
どのゴールが味わい深かったのか。そのあたりを
比較するのも、サッカーの楽しみの一つではな
いでしょうか。
̶̶選考に際しても選手としての経験を生か
すことが期待されています。
宮本 選手のスーパーな部分だけを切り取る
のではなく、チーム戦術の中で機能しているの
かというところまで見ていこうとすると、選考は
すごく難しい。人によってさまざまな見方がある
し、特にMVPは難しいですね。ゴールが技術的
に難しいとか、インパクトがあるかというところは
見ています。一方で、この場面はDFが良くない
なとか、逆の見方をしてしまう時もある。そこまで
語り出すと長くなってしまいますが（笑）。

いかに優秀な選出を輩出するか
̶̶Ｊリーグは開幕から20年以上がたちまし
た。その間の変遷で感じたことは。
宮本 開幕から間もなくは日本サッカーリーグ
時代の雰囲気も残っていたように思いますが、
Ｊリーグを取り巻く環境、関係者の意識やマイ
ンド、選手のレベルアップはもちろん、お客さま
の目も肥えるなど、多くのことが変わりました。
選手だけでなく、関係者のプロ意識、マネジメ
ント力は非常に高まったと感じています。
̶̶ビジネス面はいかがでしょう。
宮本 現在は苦労しているようにも見受けられ
ますが、もう一度、収入を増やす仕組みをどの
ようにつくるかをトライしています。Ｊリーグには、
さまざまなビジネスのバックグラウンドを持って

いる人々が集まっているので、そのノウハウ、人
脈によって変わっていけるのではと期待してい
ます。
̶̶選手のレベルアップは海外挑戦につなが
り、Ｊリーグにスター選手が少なくなっていると
いう見方もされます。
宮本 最近では多くの日本人選手が欧州でプ
レーしています。それに伴い、空洞化を心配す
る声がありますが、欧州で活躍できるような選
手を輩出するリーグであり続けるかが重要で、
いかに優秀な選手を育てていくかにフォーカス
した方がいいのではないでしょうか。そのために
は、アカデミーも含め、指導者のレベル、質の
向上も大切で、もちろんアカデミー以外で成長
する選手も大事です。
̶̶一方では、ベテランの域に入って海外か
ら戻ってくる選手もいます。
宮本 彼らが経験したこと、見てきたものを、い
かにＪリーグの発展、パブリシティーにつなげて
いくかも、すごく大事です。現在、欧州で活躍し
ている選手も、いずれは日本に戻ることもある
でしょう。その際の判断基準として、金銭的な
部分も含めてＪリーグでプレーしたいと思えるよ
うな魅力が必要です。ファン・サポーターと同じ
く、選手にとっても魅力的なリーグをつくり続け
ていかなければならないと思います。

（次号に続く）

選手にとっても
魅力的なリーグを

特任理事… 公益社団法人 日本プロサッカーリーグ定款第21条の2
〔特任理事〕によれば、理事会に出席し、意見を述べ、
質疑に応じることができる一方、議決権は有しない。

【出版のお知らせ】
「日本サッカーの未来地図」
著者：宮本恒靖
発行：角川学芸出版BC
定価：1300円＋税

宮本恒靖Ｊリーグ特任理事に聞く

　Ｊリーグに今シーズンから設けられた特任理事に、元Ｊリーグ選手の
宮本恒靖氏が選任された。新たなフィールドに一歩を踏み出した宮本氏
のインタビューを、今号と次号の2回にわたってお届けする。

宮本 恒靖（みやもと つねやす）1977年2月7日生まれ。大阪府出身。
1995～2011年にガンバ大阪、ヴィッセル神戸で主にDFとして活躍
（07～08年はオーストリアのザルツブルク所属）。Ｊ１リーグ戦337試
合出場（8得点）。日本代表としては71試合に出場（3得点）し、02、06年
のＦＩＦＡワールドカップではキャプテンを務めた。


